（別添様式１）
平成２４年度当初予算　
支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:　 ぎふ技術革新センター運営費　　　


　　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　総合企画部 研究開発課 産学官連携担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費：


　要求額：45,504千円（前年度予算額：39,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


地域産業の成長分野への展開を図り、産業構造の多様化・高度化を目指す「ぎふ技術革新プログラム」を地域産学官の負担及び国費を活用して推進するにあたり、その活動拠点となる地域産学官共同研究拠点「ぎふ技術革新センター」（岐阜県機械材料研究所に併設）の維持管理を行うとともに、整備設備（40機）にかかる保守や、設備利用にあたり必要となる消耗品等を調達する。
航空機・自動車向けの軽量強化部材の加工・接合・組立技術や環境調和型製品、医療機器、機械金属等を主な対象分野に、共同研究や共同機器利用、人材育成などの事業を実施し、地域企業の優れたモノづくり技術やノウハウをこれら成長分野へ展開することにより、産業構造の多様化･高度化、地域産業の活性化につなげる。

	２　所要経費


（１）賃金・共済費 1,900千円

（２）旅費　　　　　 238千円
（３）需用費　　　30,265千円（消耗品費16,008、光熱水費12,526、修繕料他1,731）
（４）役務費　　　 2,919千円（手数料1,564、保険料1,355）
（５）委託料　　　 9,340千円（庁舎管理・設備保守877、機器保守8,463）

（６）備品購入費　　 444千円

（７）負担金　　　　 398千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

	２　これまでの取組状況


・機器・設備の利用

本拠点に導入した加工機械や試験機器、評価機器などについて約３，０００件程度の利用を頂いている。（平成２３年度６～９月実績）
・ぎふ技術革新センター運営協議会の設立、運営

平成２３年３月１４日に産学官メンバーで構成する「ぎふ技術革新センター」運営のための中核的な組織として、ぎふ技術革新センター運営協議会を設立。協議会事業として、共同研究助成、研究交流をはじめとする本拠点施設・設備を活用した地域のための事業を企画・実施している。
・ぎふ技術革新センターを活用した国事業の採択

文部科学省「地域イノベーション戦略支援プログラム」に、当拠点を核として共同研究、人材育成に取り組む「ぎふ技術革新プログラム」を提案し採択された。
	３　これまでの取組に対する評価


本拠点を利活用した取組により、本県の主要産業であるモノづくり産業の技術開発はもとより、航空機、次世代自動車、環境、医療機器などの新たな産業分野への展開を加速・先導することが期待される。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
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	県　債
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	前年度

予算額
	39,000
	0
	0
	6,263
	0
	0
	12,883
	0
	19,854

	要求額
	45,504
	0
	0
	8,580
	0
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	17,070
	0
	19,854
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